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要旨
　HSK とは、中国政府が認定する中国語検定のことであり、全世界で 875 か所以上、118 の国と地域で実施され、
広く認知されている。
　2017 年 12 月 3 日、長崎短期大学は初めて HSK の試験会場に認定され、受験者 30 名（1 級 1 名、2 級 17 名、
3 級 2 名、4 級 4 名、5 級 4 名、6 級 2 名）を受け入れた。30 名のうち、18 名が本学の国際コミュニケーショ
ン学科の 2 年生（2016 年度入学）であり、HSK1 ～ 4 級に受験した結果、16 名が合格できた。












　また、新 HSK は 1 級から 6 級までに級が分けられ、合否およびスコアによって評価される。ここで熟達し




















300 点で評価される。4 級では 6 割（180 点）以上のスコアが合格基準となっている。試験内容の詳細は以下の
とおりである。
聞き取り：約 30 分・放送回数 1 回
パート 形式 問題数 配点
第 1 部分 放送される 2 つの短文の内容が一致するかを答える 10 問
100 点第 2 部分 放送される短い会話の内容に関する問いに答える 15 問
第 3 部分 放送される長い会話や文の内容に関する問いに答える 20 問
読解：40 分
パート 形式 問題数 配点
第 1 部分 文中の空所に適切な語句を補う 10 問
100 点第 2 部分 短文を並べ替えて正しい文を作る 10 問
第 3 部分 短文の内容に関する問いに答える 20 問
書写：25 分
パート 形式 問題数 配点
第 1 部分 与えられる語句を並び変えて文を作る 10 問
100 点























0401 50 55 52 157 不合格（-23）
　該当学生は本学に入学する前、中国語を学習したことがなかった。また、入学当初から韓国語に興味があり、
韓国語クラスに入ったが、授業を 3 回程度受講したそうである。そして本人の要望により、履修を変えて、中
国語クラスに入ったのである。1Q と 2Q の成績評価は C であり、学習意欲もそれほど高くなかった。
　しかし、3Q のギャップイヤーに入り、この学生は 3 ヶ月中国留学を選択した。留学期間中、本人の中国語
のレベルが大幅に上昇し、特に聴解力と会話力が高くなったのである。4Q ～ 8Q の中国語関連授業の成績評価
もほぼ A か S を獲得した。毎回の小テスト、期末テストの点数から見れば、この学生の総合能力は 2016 年度
入学生の中では最も高いと言える。












Ⅲ．HSK3 級受験者 2 名
　HSK3 級は、受験生の日常中国語の応用能力を判定するテストである。「中国語を使って、生活、学習、仕事
等における基本的なコミュニケーションができる。中国旅行の時も大多数の場合において中国語で対応するこ
とができる」 3 ことが求められる。600 語程度の常用単語と文法知識を習得している者を対象としている。大学
の第二外国語における第二年度前期履修程度の学習が目安とされている。聞き取り、読解、作文の配点はそれ
ぞれ 100 点、合計 300 点で評価される。3 級では 6 割（180 点）以上のスコアが合格基準となっている。試験
内容の詳細は以下のとおりである。
聞き取り：約 35 分・放送回数 2 回
パート 形式 問題数 配点
第 1 部分 放送される会話の内容に一致する写真を選ぶ 10 問
100 点
第 2 部分 放送される 2 つの短文の内容が一致するかを答える 10 問
第 3 部分 放送される短い会話の内容に関する問いに答える 10 問
第 4 部分 放送される長い会話の内容に関する問いに答える 10 問
読解：30 分
パート 形式 問題数 配点
第 1 部分 意味が通る短文を組み合わせる 10 問
100 点第 2 部分 文中の空所に適切な語句を補う 10 問
第 3 部分 短文の内容に関する問いに答える 10 問
書写：15 分
パート 形式 問題数 配点
第 1 部分 与えられる語句を並び変えて文を作る 5 問
100 点






















0301 71 90 89 250 合格（+70）
0302 69 90 79 238 合格（+58）
　2 名の学生は本学に入学する前、0301 は中国語を学習したことがなく、0302 は学習したことがある。また、
0301 は 1Q ～ 2Q、4Q ～ 7Q の中国語関連科目をすべて履修し、単位を取得した。0302 は 1Q ～ 2Q の中国語
関連科目を履修したが、4Q ～ 7Q に入ってから、中国語の代わりに英語関連科目を選んだ。そして、3Q のギャッ
プイヤー期間中、2 名とも中国 3 ヶ月留学に行き、語学力が大きく向上することができた。2 名の点数を見て
みると、すべてのパートの得点が合格ラインを超え、「聞く」、「読む」、「書く」の力を確実に身につけたこと
が分かる。
Ⅳ．HSK2 級受験者 14 名　
　HSK2 級は、受験生の日常中国語の応用能力を判定するテストである。「身近な日常生活の話題について簡
単で直接的な交流ができ、初級中国語の上位レベルに達している」 4 ことが求められる。300 語程度の常用単語
と文法知識を習得している者を対象としている。大学の第二外国語における第一年度後期履修程度の学習が目
安とされている。聞き取り、読解の配点はそれぞれ 100 点、合計 200 点で評価される。2 級では 6 割（120 点）
以上のスコアが合格基準となっている。試験内容の詳細は以下のとおりである。
聞き取り：約 25 分・放送回数 2 回
パート 形式 問題数 配点
第 1 部分 放送される短文が写真と一致するかを答える 10 問
100 点
第 2 部分 放送される短い会話の内容に一致する写真を選ぶ 10 問
第 3 部分 放送される短い会話の内容に関する問いに答える 10 問
第 4 部分 放送される長い会話の内容に関する問いに答える 5 問
読解：22 分
パート 形式 問題数 配点
第 1 部分 短文に一致する写真を選ぶ 5 問
100 点
第 2 部分 文中の空所に適切な語句を補う 5 問
第 3 部分 2 つの短文の内容が一致するかを答える 5 問


















0201 90 100 190 合格（+70）
0202 87 100 187 合格（+67）
0203 84 100 184 合格（+64）
0204 90 89 179 合格（+59）
0205 84 89 173 合格（+53）
0206 78 93 171 合格（+51）
0207 75 93 168 合格（+48）
0208 78 89 167 合格（+47）
0209 90 77 167 合格（+47）
0210 81 85 166 合格（+46）
0211 90 65 155 合格（+35）
0212 64 79 143 合格（+23）
0213 67 61 128 合格（+8）
0214 78 41 119 不合格（-1）
　14 名の受験結果を見てみると、聞き取りの平均点数は 81 点、読解の平均点数は 83 点、総得点の平均点数は
164 点であり、合格率が 93％（合格 13 名、不合格 1 名）である。14 名学生のうち、本学に入学する前、中国
語を学習したことがあったのは 4 名である（0202、0203、0206、0207）。4 名とも検定の得点が上位に入ったた
め、高校時代での中国語教育の効果が現れたと思われる。また、14 名のうち、1 名を除き、13 名が 1Q ～ 2Q、
4Q ～ 7Q の中国語関連科目をすべて履修し、単位を取得したが、3Q のギャップイヤー期間中、12 名がインター
ンシップ（熊本、長崎、沖縄など）を選び、2 名がカナダ留学に行き、中国 3 ヶ月留学生はいなかった。2 級
受験生たちは 1Q、2Q の 4 ヶ月間の中国語授業を通して、中国語学習の最初の難関である発音をクリアしたと
ころ、3 ヶ月のブランクを空けたことになった。もし、この 3 ヶ月の時間を有効的に使えば、全員がワンラン
ク上の目標を達成することができることも考えられる。
わずか 1 点差で検定に落ちた学生の得点を見てみると、聞き取り問題では、合格ラインより 18 点も高い点
数を獲得したが、ほかの受験者に比べ、得点しやすい読解問題では、合格ラインより 19 点低い点数を取った。
この学生は、1Q ～ 2Q、4Q ～ 5Q の授業をまじめに受けてきたが、6Q ～ 7Q に入ると、就職活動のため、授










分は 2 人の会話とその内容に関する問いであり、あらかじめ 3 つの選択肢に目を通しておくことが正解を導く
コツとなる。しかも、選択肢にはピンインが書いてあるので、聞き取るときのヒントになる。
（2）読解の第一部分は与えられた短文を読み取り、その内容と一致する写真を選ぶ問題であり、写真は例題を
除いて 5 つ与えられており、すべての選択肢が 1 回ずつ選ばれるようになっている。第二部分は短文の空所部
分に適切な語句を補い、意味の通る文章を作る問題であり、2 級の出題範囲にある文法を理解することがポイ
ントである。第三部分は正誤判断の問題であり、第四部分は与えられた短文に対し、関連・対応する文を選ぶ





である程度の内容を理解することができる。これと対照的に、聞き取り問題は 2 回（2 級の場合）しか放送さ
れない。このため、筆者は試験対策の授業の中で、学生たちに、①単語の暗記は声を出して覚える、②聞き取
り問題の細部にあまりこだわらずに全体の概要を理解するように努める、と指導した。
Ⅴ．HSK1 級受験者 1 名
　HSK1 級は、受験生の日常中国語の応用能力を判定するテストである。「中国語の非常に簡単な単語とフレー
ズを理解、使用することができ、具体的なコミュニケーションを行うことができる。中国語学習するための基
礎能力も備えている。」 5 ことが求められる。150 語程度の常用単語と文法知識を習得している者を対象として
いる。大学の第二外国語における第一年度前期履修程度の学習が目安とされている。聞き取り、読解の配点は
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聞き取り：約 15 分・放送回数 2 回
パート 形式 問題数 配点
第 1 部分 放送される語句が写真と一致するかを答える 5 問
100 点
第 2 部分 放送される短文の内容に一致する写真を選ぶ 5 問
第 3 部分 放送される会話の内容に一致する写真を選ぶ 5 問
第 4 部分 放送される短文の内容に関する問いに答える 5 問
読解：17 分
パート 形式 問題数 配点
第 1 部分 語句が写真と一致するかを答える 5 問
100 点
第 2 部分 短文に一致する写真を選ぶ 5 問
第 3 部分 短い疑問文とその答えを組み合わせる 5 問














0101 82 88 170 合格（+50）
　この学生は本学に入学する前、中国語を学習したことがなかったが、1Q ～ 2Q、4Q ～ 7Q の中国語関連科目
をすべて履修し、単位を取得した。3Q のギャップイヤー期間中、インターンシップ（熊本、長崎、沖縄など）
を選択し、中国 3 ヶ月留学には行かなかった。
　検定に申し込む時、この学生に 2 級の受験を進めたが、本人が「自信がない」ため、1 級を受けたのである。
受験結果を見てみると、合格ラインより 50 点も高い点数が取れたため、2 級合格できる力を本人が持っている
と思われる。
Ⅵ．まとめ
　筆者が本学の国際コミュニケーション学科に着任したのは 2013 年の 4 月であり、当時の中国語の関連科目





「中国語会話」が 33 名、「中国語（発展）」が 32 名となり、2017 年度の「中国語Ⅱ」の履修者が 27 名、「ライティ
ング＆グラマーⅡ」18 名、「外国語検定（中国語）Ⅱ」13 名にのぼり、いずれも英語、韓国語関連科目の履修
者数を超えることになった。そして、本学の 18 名の学生が 2 年間の授業を受講し、うち 16 名が HSK に合格し、






なく、HSK などの語学資格の取得に重点を置いて、学習 · 指導方法、評価方法の改善 · 充実を図っていくこと
であろう。






3．宮岸雄介、「中国語検定 HSK 公認テキスト 4 級」、株式会社スプリックス、2015 年。
4．宮岸雄介、「中国語検定 HSK 公認テキスト 3 級」、株式会社スプリックス、2016 年。
5．宮岸雄介、「中国語検定 HSK 公認テキスト 2 級」、株式会社スプリックス、2016 年。
6．宮岸雄介、「中国語検定 HSK 公認テキスト 1 級」、株式会社スプリックス、2012 年。
─────────────────
1 宮岸雄介、2015 年：14 頁。
2 個人情報保護のため、本文・図表の中で学生が特定されないようにする責務がある。よって、番号で学生氏名を表示する。
番号は受験する級数と総得点の順番に分けて表示する。例えば 4 級受験者は 04 であり、総得点の順番は 1 位の場合は、
該当学生の氏名を「0401」とする。
3 宮岸雄介、「中国語検定 HSK 公認テキスト 3 級」、2016 年：12 頁。
4 宮岸雄介、「中国語検定 HSK 公認テキスト 2 級」、2016 年：12 頁。
5 宮岸雄介、2012 年：10 頁。
長崎短期大学研究倫理委員会承認【第 1812 号】
